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論文内容要旨
 近年河川に沿ける水生動物の生態学的表研究が急速に進み,それにともない一つの川の全水系を
 対象とした水生昆虫の研究も行なわれて治り,その調盃方法などについても新しい主張や考えかた
 が提案されている。しかし,群集構造の立場からの解析は極めて少ない。
 本研究は愛知県の中央部を北から南に貫流し知多湾にそそぐ矢作川水系に翁いて水生昆虫群集の
 構造解析を行ない,群集構造により類型化した地域区分と河川諸型質により区分した地域区分とを
 比較吟味し,あわせて生活形,食物連鎖の立場から各型的群集の特性を究明しようとしたものであ
 る。
 1矢作川流域の概要
 矢作川は岐阜,長野両県の県境附近の山垂地帯に源を発し,上流部は変成岩と花崗岩類からなり,
 比較的急峻な地容を呈するが下流は第三紀以降の新期岩類からなる西三河平野を流れ,広大な三角
 州を形成して知多湾に注いでいる。この流域の降水量は場所によっていくらかことなるが,年平均
 1,468.3槻～2,324.0徽で長良川上流部の地域と比較的よぐ似ている。
 丑矢作川水系の環境
 1、本水系は夏季に為ける水温24℃以上のところと,24℃以下の地域とに明確に区分され,これが
 水系を地域的に区分する一つの要素となっている。
 2.流水のpHは特殊な地、点を除き,大きなちがいはみられず,02も齢諭むね過飽和ないし飽和
 状態である。平野部では人工的汚濁の著しレ・場所がかなり多い0
 3,底質は山地性の地域では石礫または礫砂が多いが,平野部になるにしたがい,砂または砂海
 が多くなる。
 4.流速は上流から下流に段階的に変化するが底質と深い関係がある。
 皿諸型質からみた河川型の類型化と地域区分
 矢作川水系の瀬を水温底質,流速の諸礎質の組み合わせによつて吟味した結果,一と流から下流に
 むかって1,∬,m,Wの4っの型に地域区分することができた。
 淵は瀬に沿ける1,且の型の地域のみに出現するが,底質と水温とから瀬に誇ける1型地域を
 Ia・Ib型の二つに細分できた。また,瀬に冷ける1型地域と淵に齢けるIa型地域には著しい
 ちがいはないが,Ib型地域の淵は底質に冷いてはW型地域の瀬,水温に拾いては1型地域の瀬の
 性質を有し,五型地域の淵は笹蟹地域の瀬と同様な性質をもつている。
 W矢作川水系の水生昆虫群集の解析
 矢作川水系の瀬に44ケ所の地点,淵では19ケ所の地点を設け,夏季に冷いて水生昆虫の定量採集
 を行なった0
 1.水生昆虫群集の構造解析
 (1)本水系に冷ける水生昆虫群集の構造解析を行なうにあた珍,群集構成者の食性からみて,
 これを第1次消費者群集と第2次消費者群集とにわけOdum,E.P.(1961)のPercentage
 d呈fferenceの方法によって群集の類型化を試みた。
 (P瀬の群集第1次消費者群集に寿いではウルマアシマトビケラH.ulmeriを第1位
 とする基本群集とそれに関連をもつ群集,すなわちA型群集,ナカハラシマトビケラH.nakaわaral,
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 ウルマアシマトビゲラH.μ偏師を基本とする群集とそれに関連をもつ群集,すなわちB型群集,
 および比較的に雑多な構成をもつ群集,すなわち0型群集の3ケの型的群集をみとめた。A型群集
 は1型地域に,B型群集は∬型地域に,G型群集は猛・W型地域にそれぞれ出現し,河川型と群集
 型との間に密接な関係がみられた。
 第2次消費者群集に論いては,モンカワゲラ泓頭型mα``Cα,ヤマナヵナガレトビヶラR.
 粥」παπα左eη5砧,ナベブタムシ濯・画㍑α協∫,Oo柵p勧5甥・1を主とするA型群集,オオクラカ
 ケカワゲラP、頁麓C扉pe鵜島,R.γα醜απα碗砺砧,Z.鉱碧肱肌α琵Cα,ムナグロナガレトビケラ
 R.窺8roce勉α1α,ヘビトンボP.8rαπ`fおを主とするB型群集,オ.か加∫α飽5,P.琵ηc師pe肌お・
 カミムラカワゲラK.`血痂`5,コオこヤンマS.認6俳磁θ,P.8r伽4砧など比較的複雑友0型群
 集,かよびサナエモドキ0.po∫`oc認αr`3,σo隅炉砺5P.2,アオサナエIV.魎r`4お,R・yα惚〇一
 質σ舵η碗s,キィ・サナエ0、P7アε琵などを主たる構成種とする1)型群集の4ケの型的群集を区別
 けすることができた。この場合,A型群集とB型群集は工型地域に,G型群集は1～罪型の地域に
 わた豊,D型群集は]V型地域に出現することが明らかにされた。
 (ill淵の群集第1次消費者群集ではキイ獄カワカゲ・ウP.侮耽・砺,シ・タニガワカ
 ゲ・ウE."∫ん∫4αε,コカクツツトビケラ・0.招poπ`cα,ProcZαゐ鵬5P.などよりなるA型群集,
 ニンギヨウトビケラ0.ノα卿偏。α,キハダヒラタカゲはウH.腕んαdα,フタスジモンカゲロウE.
 ノ卿。痂。α,ヨツメトビケラP.餌r認。燃を主とするB型群集,P.左α肌。π`5,ProcJ認∫硲5p.,
 ・4Pα`αn`α∫P.,E∫鷹島5p.EBを主とする0型群集,(;.∫αPoπ`cα,P.左α弔。耐5,グマガトビ
 ケラ。.o伽㈱αe泥5砧,乃顧加s叩.を主たる構成種とするD型群集の4ケの型的群集をわける
 ことができ,A型群集とB型群集はIa型地域に,G型群集は{b型地域に,D型群集はrbと五
 型地域に出現することが認められた。
 第2次消費者群集ではA,B,0の3ケの型的群集,すなわち0坦膨α3郷躍.擢∫α∫媚,ダビ
 ドサナエ0.㎎吻5を主たる構成種とするA型群集,ヤマトフタツメカワゲラκ.痂PP・昂飾砧と揮.
 〆パ4向が主たる構成者であるB型群集およびイ.加π碗媚,タベサナエT,認琵廓砺,ヤマサナ
 エ0.肌eZoeπoρ5,P.'`ac∫`卸昂瞬5,0.po5`ocoZαr`5などが主たる構成種であるO型群集にわけ
 ることができ,A型とB型群集はIa型地域に,O型群集は工bと五型の地域に繊現することがわ
 かった。
 (2)本水系に出現する型的群集を構成する代表種の分布について,河川諸型質により区分した
 地域区分と比較しながら従来の知見とあわせ吟味した。
 (P瀬の場合第1次消費者についての代表種の分布をみるとA型群集とB型群集とはか
 なり類似しており,A型群集とG型群集とはかなわちがった性質を示しているので水系全体からみ
 た場合,群集構成上からみて五型地域と廻型地域との間に分布境界線のあることが示唆される。
 第2次消費者では五型地域と癒型地域とがかな抄類似して卦り,1型地域と∬型地域の間に分布
 境界線のあることが想定された。
 (ID淵の場合澱め群集は第1次冷よび第2次消費者群集共に瀬の場合にくらべ搬に代
 表種の分布が上流にむかってずれている。これはその環境から当然であるが,水系全体としてみた
 場合,瀬における分布の有様にくらべ,かなり複雑さをましているように思われる。
 (3}従来指摘されてきた河川型の特徴種と矢作川の河川諸型質による地域区分とを比較吟味し
 たo
 lD瀬の場合第1次消費者群集に診いては特徴種のみからみると,1型地域のA型群集
 は山地流群集と考えることができ,B型,C型群集の出現するπ,斑,郡型地域の群集は平地流群
 集とみることができるが,各群集型の類似性,河川の底質・流速関係,さらに特徴種の分布を考慮
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 すると1,E型地域を山地流と名づけ,麺,揮型地域を平地流とし,A型群集,B型群集を診の誇
 の山地流A群集,ロ」地流B群集とし,0型群集を平地流群集とみなすことが妥当であると考える。
 第2次消費者群集に夢いては夏型地域には特徴種とみられるものが出現していないことから,i,
 E型地域を山地流とし,それより下流を平地流とすることに矛盾はない。
 (ii)淵の群集は第1次冷よび第2次消費者群集のいずれの場合に語いても山地流的な群集と
 平地流的な群集とが矛盾なく地域的に区分して出現するが,瀬の群集にくらべて同一の場所であっ
 てもそこにはそれよ診はるかに下流性の種類が畠現している。従って淵の場合は山地流の特徴種,
 平地流の特徴種といってもそれは瀬を対象とした場合とは著しぐことなってぐる。
 2.生活形からみた各群集型の特性矢作煽水系に設ける瀬の水生昆虫群集について生活形の
 立場からその特徴を吟味すると,
 (1)第1次消費者の場合には一般何用の山地流群集では翻倒型か造網型が優占性を示している
 場合が多いとされているが本水系では山地流A・B平地流の三つの群集を通じて匍匐型が當に優位
 を占めている。また山地流A群集淀沿いては葡飼型についで携巣型が優位であることは花崗岩地帯の河
 川の一つの特徴を示している。
 第2次消費者の場合は,生活形が単純である。また山地流A群集と山地流B群集に沿いては匍匐
 型が優占生活形であるが,平地流群集では掘潜型が圧倒的に優位で,山地流群集A,Bにぐらべ著
 しいちがレ・が認、められた。
 (2}河川特徴種からのみみた場合には,五型地域は平地流と考えられたが先にのべた総合的判
 断にさらに生活形からの知見を加えると1型地域と昼型地域とは一括して山地流と名づけることの
 妥妾性がつよぐ認められる。
 (31生活形各型の割合から造網型係数をとうあげて現存量について検討した結果,造網型係数
 は山地流A群集が最も太きぐ,山地流B群集がこれにつぎ,平地流群集はきわめて貧弱であること
 が認められた。矢作川水系にむける水生昆虫の現存量を吉野川その他の河川と比較すると生産量が,
 かなり低いことが推測できる。これは山地流の地域が花崗岩地帯の河川であり,平地流の地域は人
 為的な水質汚濁,人為的作業による河床の不安定など人工河川化されていることに原因しているこ
 とが考えられた。
 3.食物連鎖よりみた型的群集の特性矢作川水系に冷ける水生昆虫群集を食物連鎖の立場か
 ら型的群集相互の関係について検討した。
 この問題については具体的に胃の内容物の調査を行ない,それにもとづいて食物連鎖関係を群集
 レベルで考察することがきわめて重要であると考えられる。これに関して胃内容に関する調査が少
 数であったので十分な論議をつくすことができなかったが群集構造から得られる推論と矛盾がなか
 った。
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論文審査要旨
 広正義提出の学位論文は矢作川水系に寿げる水生昆虫の群集生態学的研究と題するものである。
 従来河川の水生生物の生態学的研究はかなりに多ぐ多岐にわたっているが,群集構造に立脚し喪慨
 究は必ずしも多ぐはない。
 広はこの点に留意して愛知県を南北に貫流する矢作川を対象として,まず河川形態の地域区分を
 明らかにし,それと水生昆虫群集の構造の類型化との関係について新しい手法を参りまぜながら解
 析を行なったものである。
 すなわち,第1章の矢作川流域の概要につy恥て,第2章に於いて環境要因としての水温,流速,
 底質,pHの地域的特性をのべ,第3章ではこれら諸要因の組合せから地域区分をすることを試み,
 それらを総合することによって矢作川を上流から下流に向けて1～餌の4地域に区別し,それぞれ
 の地域の環境的特性を明らかにした。
 第4章に表示した各調査地点に冷ける水生昆虫の第一次消費者,第2次消費者別の種類・個体数
 関係及び現存量をもとにして,第5章においてはこれら水生昆虫群集の構造解析を行った。まず各
 調査地点で縛られた群集をOdum7sPercentagedifferenceの方法に従って,種類・個体数関係で
 比較検討して類型化を試み,,例えば瀬の第一次消費者群集について3ケの群集型が類別されるこ
 とを明らかにした。更にこの群集と地域区分との関係を吟味し,それぞれの群集が1,E,1班,N
 をすみわけて出現していることを明らかにした。このようにして瀬と淵の地域区分と第一次消費者
 群集型,第2次消費者群集型の分布との間に密接な関係のあることを明らかにすると共に,各群集
 型を出親させる地域の環境特性についての考察を行ったことはその解析の方法と共にこの分野の今
 後の発展に示唆するところが多大であると考えられる。
 著者はつyいて各群集型の構成の比較とその出現地域との関係から,群集構成の上からみて,さ
 きに区分した1～W型の地域間では∬と逓との間に分布の境界線のあることを想定し,さらにこの
 ことと従来山地流及び平地流の特徴種として示されているものとの関係について考察を行い,1・
 π型地域を山地流とし,IH・W型地域を平地流とすることの妥当性について検討がなされ・各群集
 型を山地流群集と平地流群集とに大別した。
 水生昆虫は生活形の上で種々の分化を冷こしているが,個体数関係からは匍匐型を優占種とし,
 現存量からは山地流群集は造網型が多ぐ平地流群集は掘溝型が多いことを明らかにし,これらは他
 の河川と類似しているが山地流に携巣型がかなり多く,造網型係数が小さくて生産量の低いことが
 推測されるのは,この川が花崗岩地帯に源流を発していることに1つの原因があるとした。
 最後に食物連鎖の立場から各群集型の相互関係の検討を行い,実際の胃内容物の調査からの結果
 と矛億のないことが認められたがこれについては今後の研究にまつことが多いことが結論された。
 以上が主論文の概要であるが,河川の水生昆虫の群集生態学的研究としては全ぐ新しい解析的手
 法を行い,群集構造とその地域特性との間の関係を明らかにした点は,特に注目すべきものと考え
 る。参考論文ユ9篇は何れも河川の昆虫群集或いは陸水学的分野のもので著者の学識の広いことを示
 すものと考えられる。よって審査員等は広正義提出の論文は理学博士の論文として合格と認定した。
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